
（14）週刊 酒類・食品 News＆解説 2024 年（令和 6年）9月20日（金曜日）　　第 3413 号 （第３種郵便物認可）
　

―
―
海
外
事
業
の
近
況
は

　

こ
こ
数
年
混
沌
と
し
た
環
境

だ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
世
界

的
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
、
各
地
で
の

軍
事
衝
突
、
海
運
危
機
、
あ
ら

ゆ
る
コ
ス
ト
の
高
騰
…
Ｓ
Ｋ
Ｕ

の
整
理
や
価
格
改
定
な
ど
対
応

が
追
い
付
か
ず
、
エ
リ
ア
に

よ
っ
て
は
厳
し
い
結
果
も
あ
っ

た
（
メ
イ
ン
の
一
つ
北
米
の
23

年
４
月
期
が
赤
字
）。

　

た
だ
、
こ
れ
ら
の
不
安
要
素

は
払
拭
で
き
な
い
が
、
23
年
中

ご
ろ
か
ら
は
落
ち
着
き
を
見

せ
、
業
績
は
再
成
長
の
軌
道
に

乗
っ
て
い
る
（
北
米
の
24
年
４

月
期
は
黒
字
）。

　

―
―
最
大
規
模

北
米
の
回
復
は
大

き
い
か

　

そ
れ
は
も
ち
ろ

ん
だ
が
、
東
南
ア

ジ
ア
の
成
長
は
目

を
見
張
る
も
の
が

あ
る
。
12
年
シ
ン

ガ
ポ
ー
ル
、
13
年

タ
イ
、
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
と
現
地
法
人

を
立
ち
上
げ
た
エ

リ
ア
の
ほ
か
、
ベ

ト
ナ
ム
や
カ
ン
ボ
ジ
ア
も
好
調

だ
。
16
〜
20
年
に
か
け
て
黒
字

化
し
、
過
去
２
期
は
売
上
高
２

ケ
タ
増
が
続
い
て
い
る
。

　

成
長
要
因
は
手
軽
な
ド
リ
ン

ク
、
簡
便
か
つ
伝
統
的
な
価
値

も
伝
わ
る
テ
ィ
ー
バ
ッ
グ
、
プ

レ
ミ
ア
ム
な
抹
茶
と
い
う
お
茶

の
ト
ー
タ
ル
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
を

揃
え
る
一
方
、
可
能
な
限
り
ブ

ラ
ン
ド
を
「
お
～
い
お
茶
」
に

統
一
す
る
な
ど
、
最
適
な
Ｓ
Ｋ

Ｕ
で
コ
ン
パ
ク
ト
か
つ
効
率
的

な
事
業
展
開
が
で
き
て
い
る
こ

と
だ
。
こ
れ
は
先
行
し
た
北
米

か
ら
得
た
ノ
ウ
ハ
ウ
だ
（
01
年

北
米
に
現
地
法
人
設
立
）。

　

―
―
北
米
、
中
国
で
は
苦
難

が
？

　

ゼ
ロ
ベ
ー
ス
か
ら
の
事
業
立

ち
上
げ
、
ま
し
て
や
他
国
に
新

た
な
食
文
化
を
定
着
さ
せ
る
こ

と
は
簡
単
で
は
な
く
、
先
輩
方

の
苦
労
は
想
像
に
難
く
な
い
。

「
日
本
の
お
茶
を
広
め
よ
う
」

と
決
め
た
は
い
い
が
Ｓ
Ｋ
Ｕ
、

価
格
設
定
は
？
特
に
北
米
は
ア

ジ
ア
で
製
造
し
輸
出
、
と
い
う

コ
ス
ト
も
計
算
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
が
、
あ
る
程
度
手
探
り

で
い
く
し
か
な
か
っ
た
の
が
現

実
だ
。

　

色
々
な
製
品
を
販
売
し
て
き

た
が
、
生
産
効
率
、
ブ
ラ
ン
ド

力
を
高
め
る
た
め
「『
お
～
い

お
茶
』
で
い
こ
う
」
と
決
め
、

ど
の
エ
リ
ア
で
も
「
Ｇ
Ｒ
Ｅ
Ｅ

Ｎ 

Ｔ
Ｅ
Ａ
」「
Ｉ
Ｔ
Ｏ 

Ｅ
Ｎ
」

を
表
記
し
、
成
果
を
上
げ
始
め

た
の
は
こ
こ
10
年
ぐ
ら
い
で
は

な
い
か
。「
ブ
ラ
ン
ド
を
整
え

た
10
年
」
と
言
え
、
こ
れ
が
東

南
ア
ジ
ア
の
成
長
に
も
繋
が
っ

て
い
る
。

　

―
―
試
行
錯
誤
の
期
間
を
ど

う
評
価
す
る

　

無
駄
な
わ
け
が
な
く
、
敬
意

を
持
っ
て
い
る
。
繰
り
返
し
に

な
る
が
、
新
し
い
提
案
を
消
費

者
に
受
け
入
れ
て
も
ら
う
に
は

時
間
が
か
か

る
。
ニ
ー
ズ
を

調
査
し
、
随
時

ア
ッ
プ
デ
ー
ト

し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
こ
れ

は
海
外
に
限
っ

て
で
は
な
く
、

例
え
ば
日
本
の

緑
茶
飲
料
（
清

涼
飲
料
）
が
市

場
確
立
ま
で
ど

れ
だ
け
時
間

が
か
か
っ
た

か
（
伊
藤
園
は

１
９
８
５
年
に

「
缶
入
り
煎
茶
」

を
発
売
）。

　

ま
た
、
あ
る
程
度
は
時
代
の

潮
流
に
身
を
任
せ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。過
去
10
年
を
見
る
と
、

世
界
中
で
日
本
食
を
提
供
す
る

シ
ー
ン
が
増
え
、
間
違
い
な
く

当
社
の
海
外
事
業
に
追
い
風
と

な
っ
た
。
健
康
志
向
が
急
速
に

高
ま
り
、
お
茶
の
機
能
、
無
糖

設
計
が
関
心
を
集
め
た
こ
と
も

大
き
い
。

　

―
―
24
年
４
月
に
ド
イ
ツ
現

地
法
人
設
立

　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
い
う
巨
大
な

経
済
圏
に
「
お
～
い
お
茶
」
が

進
出
し
、
グ
ロ
ー
バ
ル
ブ
ラ
ン

ド
化
を
加
速
さ
せ
る
始
ま
り
と

し
た
い
。
少
し
ず
つ
輸
出
は
し

て
い
た
が
、
こ
れ
か
ら
は
国
内

委
託
生
産
だ
。
法
律
に
準
じ
た

原
料
と
容
器
（
農
薬
、
外
れ
な

い
テ
ザ
ー
ド
キ
ャ
ッ
プ
等
）
で

量
産
で
き
る
体
制
が
整
っ
た
。

　

※
５
月
に
「
お
～
い
お
茶 

緑
茶 

３
３
０
㎖
」、９
月
に「
同 

抹
茶
入
り
緑
茶 

３
３
０
㎖
」

を
発
売
。

　

―
―
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
は
お
茶
へ

の
関
心
が
高
い
と
聞
く

　

事
実
で
あ
り
プ
ラ
ス
要
因
だ

が
、
短
期
の
成
果
へ
の
過
度
な

期
待
は
禁
物
と
考
え
る
。
あ
く

ま
で
関
心
で
あ
り
、
ブ
ー
ム
の

域
を
出
な
い
。
当
社
の
海
外
事

業
は
お
茶
を
定
着
、
つ
ま
り
文

化
に
す
る
の
が
目
標
だ
。

　

20
年
以
上
事
業
展
開
す
る
北

米
で
も
「
文
化
に
近
づ
き
つ
つ

あ
る
」現
状
な
の
だ
か
ら
、ヨ
ー

ロ
ッ
パ
で
も
相
応
の
時
間
を
要

す
る
予
測
の
上
で
計
画
を
立
て

て
い
る
。
中
国
、
北
米
、
東
南

ア
ジ
ア
で
得
た
海
外
展
開
の
ノ

ウ
ハ
ウ
は
ア
ド
バ
ン
テ
ー
ジ
に

な
る
と
見
て
は
い
る
が
…

　

―
―
か
な
り
慎
重
な
見
通
し

だ
　

お
茶
は
そ
の
飲
み
や
す
さ
、

様
々
な
シ
ー
ン
へ
の
溶
け
込
み

や
す
さ
で
〝
全
世
代
飲
料
〟
と

さ
れ
る
が
、
鵜
呑
み
に
し
過
ぎ

る
と
痛
い
目
に
合
う
。
幅
広
い

世
代
に
飲
用
さ
れ
て
い
る
の
は

確
か
だ
が
、
バ
ラ
つ
き
は
あ
る

か
ら
だ
。

　

例
え
ば
、
最
も
「
お
～
い
お

茶
」
が
飲
ま
れ
文
化
化
し
て
い

る
日
本
の
ヘ
ビ
ー
ユ
ー
ザ
ー
は

40
～
50
代
だ
が
、
急
に
そ
う

な
っ
た
の
で
は
な
い
。
若
い
時

に
エ
ン
ト
リ
ー
し
気
に
入
っ
て

く
れ
た
人
が
、
経
済
力
を
持
っ

て
か
ら
は
さ
ら
に
多
く
購
入
し

て
く
れ
て
い
る
。

　

つ
ま
り
、
文
化
の
構
築
に
は

ヘ
ビ
ー
ユ
ー
ザ
ー
の
出
現
が
伴

い
、
そ
の
た
め
に
は
若
者
へ
の

　
「
世
界
の
テ
ィ
ー
カ
ン
パ
ニ
ー
」
を
目
指
す
伊
藤
園
の
グ

ロ
ー
バ
ル
化
が
加
速
し
て
い
る
。

　

１
９
８
７
年
に
海
外
事
業
を
ス
タ
ー
ト
し
、
現
在
は
「
お

〜
い
お
茶
（
無
糖
）」
を
40
カ
国
で
販
売
し
て
い
る
が
、
24

年
４
月
に
は
ド
イ
ツ
に
現
地
法
人
を
設
立
。
悲
願
の
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
本
格
進
出
を
果
た
し
た
。
ま
た
、
24
年
か
ら
は
「
お

～
い
お
茶
」
の
グ
ロ
ー
バ
ル
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
に
メ
ジ
ャ
ー

リ
ー
ガ
ー
の
大
谷
翔
平
選
手
を
起
用
し
、
消
費
者
に
対
し
て

も
世
界
で
勝
負
す
る
意
思
を
伝
え
て
い
る
。
こ
の
ほ
ど
本
紙

の
取
材
に
応
じ
た
執
行
役
員
の
中
嶋
和
彦
国
際
本
部
本
部
長

（
写
真
）
は
「
ブ
ラ
ン
ド
を
整
え
た
10
年
。
準
備
は
で
き
た
」

と
意
気
込
み
を
語
っ
た
。

加
速
す
る
伊
藤
園
グ
ロ
ー
バ
ル
化

ブ
ラ
ン
ド
整
え
東
南
ア
ジ
ア
、ヨ
ー
ロッ
パへ
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ア
プ
ロ
ー
チ
が
必
要
と
い
う
こ

と
だ
。
若
年
層
の
方
が
様
々
な

味
覚
を
試
す
こ
と
に
対
し
て
抵

抗
を
持
た
な
い
傾
向
が
強
い
か

ら
だ
。
価
値
観
が
あ
る
程
度
固

ま
っ
た
大
人
層
の
考
え
を
変
え

る
の
は
中
々
に
難
し
い
。
古
く

か
ら
お
茶
が
あ
る
日
本
で
も
一

筋
縄
で
は
い
か
な
い
の
だ
か

ら
、
他
国
は
そ
れ
以
上
の
ハ
ー

ド
ル
が
あ
る
と
予
測
す
る
の
が

妥
当
だ
ろ
う
。

　

―
―
同
時
に
ベ
ト
ナ
ム
も
現

地
法
人
設
立

　

先
に
述
べ
た
好
調
な
東
南
ア

ジ
ア
を
強
化
し
た
い
の
が
第
１

の
狙
い
だ
。
ま
た
、
ド
イ
ツ
も

含
め
、今
後
中
東
か
ら
イ
ン
ド
、

ア
フ
リ
カ
へ
の
ル
ー
ト
も
開
拓

し
て
い
き
た
い
考
え
が
あ
る
。

こ
れ
ら
エ
リ
ア
は
、
グ
ロ
ー
バ

ル
化
を
目
指
す
う
え
で
挑
戦
を

避
け
ら
れ
な
い
。

　

―
―
今
後
の
展
望
を

　
「
日
本
の
お
茶
」
が
通
用
す

る
こ
と
は
分
か
っ
て
き
て
お

り
、
こ
こ
を
い
じ
る
必
要
は
な

い
。
一
方
で
「
世
界
の
テ
ィ
ー

カ
ン
パ
ニ
ー
」
を
志
す
以
上
、

他
国
の
お
茶
文
化
も
リ
ス
ペ
ク

ト
し
て
い
る
。
日
本
が
ウ
ー
ロ

ン
茶
、
ル
イ
ボ
ス
茶
、
マ
テ
茶

な
ど
を
受
け
入
れ
た
よ
う
に
、

ロ
ー
カ
ラ
イ
ズ
し
た
製
品
の
必

要
性
も
出
て
く
る
の
で
は
な
い

か
。

　

ビ
ー
ル
酒
造
組
合
は
先
月

末
、
松
山
一
雄
新
会
長
代
表
理

事
（
ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル
社
長
）
就

任
に
よ
る
専
門
紙
記
者
会
見
を

第
一
ホ
テ
ル
東
京
（
新
橋
）
で

実
施
し
た
。

　
〈
ア
ル
コ
ー
ル
関
連
問
題
〉

Ｗ
Ｈ
Ｏ
が
掲
げ
る
「
ア
ル
コ
ー

ル
の
有
害
な
使
用
を
低
減
す

る
た
め
の
世
界
戦
略
」
を
踏
ま

え
、
Ｉ
Ａ
Ｒ
Ｄ
賛
助
団
体
、
Ｗ

Ｂ
Ａ
の
会
員
と
し
て
情
報
共
有

し
、
酒
中
連
の
一
員
と
し
て
政

策
を
提
言
し
て
い
く
。
適
正
飲

酒
の
啓
発
活
動
は
、「
ア
ル
コ
ー

ル
健
康
障
害
対
策
推
進
基
本
計

画
」
に
基
づ
き
、
20
歳
未
満
飲

酒
防
止
や
女
性
の
適
正
飲
酒
な

ど
有
害
な
使
用
の
低
減
に
向
け

た
取
り
組
み
を
推
進
。「
Ｓ
Ｔ

Ｏ
Ｐ
! 

20
歳
未
満
飲
酒
」マ
ー

ク
の
認
知
率
は
86
％
。
学
校
教

育
支
援
に
も
引
き
続
き
注
力
す

る
。「
飲
み
方
カ
エ
ル
Ｐ
Ｒ
Ｏ

Ｊ
Ｅ
Ｃ
Ｔ
」
で
は
イ
ラ

ス
ト
レ
ー
タ
ー
／
漫
画

家
・
き
く
ち
ゆ
う
き
に

よ
る
カ
エ
ル
の
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
で
動
画
や
漫
画

な
ど
の
ク
リ
エ
イ
テ
ィ

ブ
を
展
開
。

　
〈
公
正
取
引
推
進
〉

ビ
ー
ル
製
造
業
に
お
け

る
景
品
類
の
提
供
の
制

限
に
関
す
る
公
正
競
争

規
約
、
ビ
ー
ル
の
表
示
に
関
す

る
公
正
競
争
規
約
の
適
正
な
運

用
に
向
け
、
公
正
な
競
争
環
境

づ
く
り
に
努
め
る
。

　
〈
減
税
要
望
〉
２
０
２
６
年

以
降
の
ビ
ー
ル
類
減
税
を
実
現

す
る
た
め
、
財
務
省
・
国
税
庁
・

与
野
党
・
国
会
議
員
に
要
望
。

　
〈
物
流
効
率
化
〉
ト
ラ
ッ
ク

ド
ラ
イ
バ
ー
時
間
外
労
働
の

上
限
規
制
施
行
に
対
し
、
Ｄ+

２
な
ど
卸
や
小
売
り
と
協
力
し

て
対
応
し
て
い
く
。
Ｐ
パ
レ
の

共
同
使
用
を
進
め
、
昨
年
の
回

収
率
は
98
・
９
％
。

　
〈
原
料
〉
国
産
大
麦
は
気
候

変
動
や
病
害
虫
対
策
に
よ
る
安

定
供
給
、
大
学
と
の
共
同
研
究

に
よ
る
品
質
向
上
と
生
産
性
向

上
を
、
輸
入
麦
芽
は
調
達
範
囲

拡
大
に
よ
り
品
質
向
上
、
需
給

変
動
の
リ
ス
ク
緩
和
を
目
指

す
。
国
産
ホ
ッ
プ
は
作
用
機
構

が
異
な
る
新
規
除
草
剤
の
評
価

に
よ
り
安
定
生
産
を
目
指
す
。

　
〈
環
境
〉
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー

ト
ラ
ル
行
動
計
画
は
Ｃ
Ｏ
２
排

出
量
を
順
調
に
減
少
。
基
準
年

の
２
０
１
３
年
比
で
28
・
７
％

減
、
30
年
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
目
標

値
に
対
し
進
捗
率
62
・
４
％
。

購
入
電
力
の
再
エ
ネ
比
率
は
22

年
に
55
％
ま
で
増
加
。
循
環
型

社
会
形
成
自
主
行
動
計
画
で
は

00
年
以
降
、
ビ
ー
ル
工
場
で
発

生
す
る
副
産
物
・
廃
棄
物
の
再

資
源
化
率
１
０
０
％
を
継
続
。

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
資
源
循
環
も
16

年
以
降
、
ビ
ー
ル
工
場
で
の
廃

プ
ラ
有
効
利
用
率
１
０
０
％
を

継
続
。

　
〈
技
術
力
向
上
〉
Ｅ
Ｂ
Ｃ 
Ｃ

ｏ
ｎ
ｇ
ｒ
ｅ
ｓ
ｓ
（
５
月
フ
ラ

ン
ス
・
リ
ー
ル
）
や
Ｗ
Ｂ
Ｃ
（
ア

メ
リ
カ
・
ミ
ネ
ア
ポ
リ
ス
）
に

参
加
。
第
33
回
Ｂ
Ｃ
Ｏ
Ｊ
年
次

大
会
（
11
月
東
京
・
京
橋
）
に

参
加
予
定
。

	

（
Ｏ
）

ビ
ー
ル
組
合
、松
山
新
会
長
が
会
見


